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資 料

広 汎性発達障害男児 に お け る粘土 造形 サ ヴァ ン ・ ス キル と

　　　　 デ ッ サ ン ・ス キル 指導 に関 す る事例 検討

園 山　繁樹 ・梅津　大輔 ・勝浦 暁 ・倉 光 　晃子

　知的障害 を伴 う自閉症の 人 の 中に は 、 特異 な優れ た能力を発揮する 人 が 見 られ 、 自

閉症サ ヴ ァ ン と呼 ばれ る 。 本研究で は、広汎性発達障害 の 小学校 3 年男児 1 名 に つ い

て 、 サ ヴ ァ ン
・ス キル の 1 つ と見 な され る粘土造形 の優 れ た ス キ ル の 経緯に つ い て 母

親 にイ ン タビ ュ
ーす る と ともに その作 品 を紹介 した 。また、稚拙なデ ッ サ ン ・ス キ ル

に つ い て指 導を行 い 、そ の 特徴に つ い て検討 した 。 その 結果 、 粘 土造形 は 4 歳頃か ら

始 ま り、ほ とん どの 場合、本児
一

人 で取 り組 ん で い る こ と 、 また 記憶 した もの を再生

す る形で表現 して い る こ とが 明 らかに な っ た 。 また デ ッ サ ン ・ス キル に つ い て は 、広

汎 性発達 障害 の 特徴 で ある と考 え られる 「同一
性保持 の 傾 向」「知覚統合の 困難性」

「注 意配分の 困難性」 な どが、稚拙 な ス キ ル に 関係 し て い る こ とが示唆 され た 。

キ ー ・ワ
ー

ド　サ ヴ ァ ン ・ス キル 　広汎性発 達障害　粘土造形　デ ッ サ ン ・ス キル

1．問題 と目的

　知 的障害の ある 人 の 中に は、そ の 知的能力か

ら は 予測で きな い ほ ど優れ た 能力を、特定 の 領

域 に 限 っ て 示 す人 た ちが い る 。
こ うした 人 た ち

は以 前は
“idiot　savant ”

と呼ばれ て い たが 、最

近 は 白痴を意味す る
“ idiot” を削 除 し 、 「サ ヴ ァ

ン症候 群 （savant 　syndrome ）」 と呼ばれ て い

る 。 サ ヴ ァ ン 症候群 は、一
般 に、 「全 般的 な知

的障害 を示す一方 で 、記憶 、数学 、芸術な どの

特定の 領域 で並外 れ た能力 ・ス キ ル を示 す人」

と定義され る　（Treffert，1989）。

　Pring，　Hermelin，　and 　Heavey （1995）はサ ヴ

ァ ン症候群が 、 他 の 障害 の ある人 たち に比 べ て

は る か に 自閉症者 に よ く見 ら れ る こ と を指摘

し、 自閉症で サ ヴ ァ ン症候群 の 人 を 「自閉症 サ

ヴ ァ ン （autistic　savant ）」 と呼び 、また、サ ヴ

ァ ン 症候 群の 人た ちの 特殊なス キル を 「サ ヴ ァ

ン ・ス キ ル （savant 　 skills ）」 と名付 け た 。

筑波大学大 学 院 人 間総合科学研究科

Rimland （1978）は 自閉症の 人 の お お よ そ10人

に 1 人 に サ ヴ ァ ン ・ス キ ル が 認 め られた こ とを

報 告 して い る 。 こ れ ら の サ ヴ ァ ン ・ス キ ル は 、

記憶 、 計算 、 暦計算 、 音楽 、 美術 、 視覚的空 間

能 力 な ど の 領 域 で 見 られ て い る （例 え ば ，

Happe ，1999； 次郎 丸，2002： 大塚 ・
宮坂 ・神園，

1991； Rapin ＆ Katzman ，1999： Ring，　Baron −

Cohen，　Wheelwright ，　Williams，　Brammer ，　An −

drew
，

＆ Bullmore
，
1999；Scheuffgen ，　Happe ，

Adnerson，＆ Frith，2000 ；寺 山，1999 ； 上 田 ，

1999）。

　 また 、Treffert　and 　Wallace （2002）はサ ヴ

ァ ン ・ス キ ル を、次の よ うに 3 つ の レ ベ ル に分

け て い る 。 第 1 は 、 世界 的 に見て も傑 出 したス

キ ル を有する
“
prodigious　savant

”
であ り、世

界 的 に その 分野 に お い て 高 く評価 され る能力を

発揮 して い る人 を意味 し、 ピア ニ ス トや画家 と

し て 世 界 的な 名声 を得て い る場合 が該 当す る 。

第 2 は 、

“talented　skill ”

で あ り、 その 人 の全般

的能力 の 中で 音楽 、 美術 、 計算 な どあ る特定 の
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領域 で突 出 したス キル がある こ とを意味 して い

る 。 第 3 は、
“
splinter　skil1

”

と呼ばれ 、 特定の

出来事 （音楽や ス ポ
ー

ツ トリ ビ ア な ど〉に つ い

て の 特異的記憶を有する場合で あ る 。

　こ れ ら の うち 、“

prodigious　savant
”

の 自閉

症 サ ヴ ァ ン の 人 は きわめ て まれで あ るが 、

“ tal−

ented 　skilP
’
と

“

splinter 　skill
”

を示す 自閉症児者

はそれ ほ どまれ で はな い と考 えられ る 。 著者 ら

の 最近の 経験で も、ほ とん ど無発語の 自閉症幼

児で 、 知人の 家 を
一

通 り見 て 回 っ た 後 、 その 家

全体の 間取 り図を正確に描 くこ とが で きた事例

や 、知的障害 を伴わ な い 高機能 自閉症青年で 、

数 年前 に開催 さ れ た い くつ か の 国際 ス ポ ーツ 大

会 にお ける試合経過 をこ と細 か く説明で きた事

例 な どがあ る 。

　本論文で は 、 幼児期 に広汎性発達 障害 の 診断

を受 け、粘土 造形 に お い て優 れ た作 品 を作る小

学校 3 年の 男児 1 名に つ い て 、 粘土 造形の 取 り

組み に つ い て の 経緯 を明らか に し、 また その 作

品 を紹 介す る と と と もに 、 粘土造形 ス キ ル と比

べ て稚 拙 なス キル を示 したデ ッ サ ン に つ い て若

干の 指導を試み 、 そ の 経過 の 中で 見 られ た特徴

を検討す る 。

皿．方　　法

　 1 ．対 象 児

小 学校 3年生 の 男児 1 名 。 4歳 時 に専 門医 よ

り広汎性発達障害の 診断を受けた。小学校で は

　 　 　 　 言語性検査 　　　　　 動作性検査
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Fig．1　 WISC 』 F位検査評価点プ ロ フ ィ
ール

国語 と算数 の み情緒障害特殊学級で 指導 を受

け、そ の 他 の 時 間は 通常学級 に 出席 して い た 。

本児 は 7 歳 9 か 月時 よ り大学教育相談室 に お い

て 個別指 導 を受け て い た 。 本児が 家庭 で 自発 的

に制作 した り、 あ る い は学校の 授業 の 中で 制作

した粘土 造形 は 、当該学年の 中で 優れ た 作 品 と

して評価 され て い た 。 小 学校入学前 の 就学 相談

の 際 に 受けた 田 中 ビ ネー知能検査で は IQ61 で

あ り、 7歳 11か月 時 に実施 した WISC −m で は

FIQ70 、　 VIQ56 、　 P工Q92で あ っ た 。　 WISC 一皿 の

下位 検 査 評価 点 プ ロ フ ィ
ール を Fig ，1 に示 し

た 。 言語性 IQ よ りも動作 性 IQ が有 意 に高 く 、

下 位検査 で は 「積木模様」 と 「組合せ 」が 高 い

一方 で、「単語」 「理解」及 び 「記号探 し」 が著

し く低か っ た 。

2 ．粘土造形 に関 する情報収集 の方法

　 母親 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

に よ り、 本児が粘土造

形 に取 り組む よ うに な っ た 経緯 、 及び家庭 に お

ける粘土 造形 へ の 取 り組み 状況に 関す る情 報 を

収集 した 。 また 、 家庭で 保管され て い る作品に

つ い て 主 な もの を写真撮 影 した 。

3．デ ッ サ ン ・ス キル 指 導の期 間 と内容

　粘土 造形 に比 べ て稚拙 な デ ッ サ ン に つ い て 、

母親 よ りデ ッ サ ン に関す る ス キ ル 指導 の 希望が

あ り、デ ザ イ ン 学を専攻する大学 院生 を中心 と

した チ ーム に よ り指導を行 っ た。本研 究に お け

る デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導 の 期 間は 、 本児が小学

校 3 年生 で あ っ た X 年 9 月か ら X ＋ 1 年 3 月ま

で の 7 か 月間で あ り、 計 21セ ッ シ ョ ン を行 っ た

（1 セ ッ シ ョ ン ， 1 時間）。指導者は デ ザ イ ン学

を専攻す る 大学院生 （第 2 著者） で あ り、障害

児童 の 指 導法 を専 攻す る第 3著者 と第 4著者 は

第 2著者 に 対 して 本児 の 特徴や 関 わ り方に 関す

る助言 を行 うとと もに、指導場面で 随時補助的

役割 を行 っ た 。 また 第 1 著者 は 、 研 究計画 の 立

案 ・統括、指導チ
ーム へ の ス ーパ ービ ジ ョ ン 、

母親 へ の 助言等 を行 っ た 。

　本指導で は 、デ ッ サ ン ・ス キ ル の 向上 を第
一

の 目標 と した 。 課 題 と して 、 立体造形物 をモ チ

ー
フ と した 、 鉛筆に よ るデ ッ サ ン や 模写課題 を

行い 、写実的か つ 立体的 に表現 する ス キ ル を習
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得す る こ とを 目的 と し て 指導を行 っ た 。 1 セ ッ

シ ョ ン に つ き、原則 と して 2 つ の 課題 を設定 し

た 。 具体的な課題 は 、 卓上 の 様 々 な静物を モ チ

ー
フ と した デ ッ サ ン と し、A4 判 の 画用紙 に鉛

筆で 描画 させ た 。 描画 を進 める こ とが困難 に な

っ た場合 には 、適切 なプ ロ ン プ ト （言葉か け や ，

描 き方 の モ デ ル 提示等）を行 っ た 。 また、陰影

の グ ラデ
ー

シ ョ ン な どの 高度な ス キ ル を要する

部分 に つ い て は、一
度、指導者 が 見本 と して 描

画 を行 い 、 本児 に描 き方 を示範 ・教示 した 。 ま

た 、 どの デ ッ サ ン にお い て も 「お手本 を しっ か

り見 る 」 「ゆ っ くり丁寧に 描 く」 「鉛筆は 上 の 方

を持 つ 」を事前に教示 し、毎回 の 指導開始時に

約束と して 口頭で確認 した 。 指導中に 本児が こ

れ らの 約束 を守れ て い ない 時 に は 、 再 度約 束の

確 認 を行 っ た 。

皿 ，結　　果

　 1． 粘土造形の取 り組み の経 緯 と作品

　本 児が粘土造形 に取 り組 む よ うに な っ た きっ

か けは 、幼稚 園年少組 （4 歳 0 か 月）の 夏休み

の 工 作作 品 と して 、 父 親 と
一

緒 に 紙粘土 で バ ー

ス デ イ
・ケーキ を作 っ た こ とで あ っ た 。 そ の 後

は 自分 か ら粘 土造形 に取 り組 む よ うに な り、当

初 は 「ア ン パ ン マ ン」D や 「しま じ ろ う」2 」 な ど

ア ニ メ の キ ャ ラ ク タ ーが多 か っ た が 、 対象 は そ

の 後、乗 り物、食 べ 物 、動物 、昆虫 、 情景 、 恐

竜な ど と、少 しずつ 拡大 して い っ た 。 作成 中は

と きど き父親が 「ほ ら、こ うする とか っ こ い い

で しょ う」 な どと言 い なが ら、少 し手本 を作 っ

て見せ る こ とはあ っ た もの の 、ほ とん どの 場合、

本児
一

人 で取 り組ん で い た 。

　家 庭 に 保 管 して ある 作 品 の 中 か ら主 な もの

を 、 Fig，2 か らFig．6 に示 した 。 こ れ らの 作 品

は い ずれ も本児
一人 で作 っ た もの で あ り、作 る

対象 も本児が 自分で 決め た もの で あ る。 また、

対象物や 手本 に な る よ うな もの を見なが ら作 っ

た の で は な く、 過去に見た実物や、テ レ ビ 、 絵

本 、 ビデ オを通 して 見 たこ との あ る物 を 、 記 憶

に基 づ い て作成 した の で は な い か と 、 母親 は推

測 して い る。粘 土造形 を始 め て 間 もな くの 頃、

昼 の 時間帯に テ レ ビ の コ マ ー シ ャ ル で ウ ィ ン

ド ・サ
ー

フ ィ ン を見、そ の 夜、本児 自ら ウ ィ ン

ド ・サ ーフ ィ ン をし て い る人物 を粘土 で 作 っ た

こ とが あ っ た 。 ウ ィ ン ド・サー
フ ィ ン を見た の

は 、 そ の コ マ
ー

シ ャ ル が初め て の こ とで あ っ た 。

大学相談室 にお ける粘土 造 形に お い て も、記憶

に基づ い て 作成 して い る様子が確認 され た。粘

土 細工 の 材料 と して は 、着色 され た 軽い 紙粘土

（商品 名 「か る か る粘 土 」等） を母 親が 用 意 し

て い る こ とが多 く、 こ の 粘 土は 、 異 なる色 の 粘

土 を練 り合 わ せ て色 の 調 合 もで きる もの で あ

る 。 配色や 調合に つ い て も本児
一人で 行 っ て い

た 。 こ れ ら の 作品に つ い て は、本研究 に直接関

係 しな い 芸術 学専攻の 研 究者 か ら も 、 「表情 と

動 きの あ る印象深 い 作 品」 と評価 された 。

　 2．デ ッ サ ン ・ス キル 指 導

　 デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導の 全21セ ッ シ ョ ン 中 に

見 られ た 本児の デ ッ サ ン 行動の 主な特徴は、以

下の 3 点に まとめ る こ とがで きる 。

　 第 1 に 、本児 は対 象物 と描 い た 絵 の 大 き さ

（サ イズ）が 同 じか ど うか と い う点に こだ わ り、

出来上 が っ た絵 と対象 物 を重ね て 比較す る と い

う行動 が多 く見 られた 。 その た めプ ロ ポ ーシ ョ

ン や 構図 、 視 点 など に つ い て 、本児 自ら注意を

向ける こ とは 少 なか っ た 。 また 、対象 物 の
一

部

分 に の み執着 して 描 き続 け る こ とも しば しば見

られ た 。 さ らに、新 た な表現技法の 獲 得に は困

難な面 が見 られ 、 数回の セ ッ シ ョ ン に わた っ て

の 指導が必要 で あ っ た 。 Fig．　7 に示 した グ ラデ

ーシ ョ ン 技法 の 習得が、そ の 顕著 な例で あ る 。

　第 2 に、鉛筆で描 き込 む とい う制作 過程 にお

い て 、 「絵 を描 く」こ とよ りも 「鉛筆を動 かす」

こ と 自体が 主 な作業 とな っ て し まい 、 それに熱

中 して しま う場面が多 く見 られ た。そ の た め 、

陰影の 強弱が つ け られず、全体 を同 じ よ うな ト

ー ン で 描 き込 ん で し ま っ た り （Fig ．8 参照 ）、

逆に十分 に描 き込 ん だ後 も次 の 描 画部 分 （未だ

描 き込 ん で い ない 部分）に移 れず 、 結果 的に全

体 の 一部分の み が描 き込 まれたバ ラ ン ス の 悪 い

作 品 と な っ て し まっ た りす る こ とが しば しば あ

っ た 。 指導者 は そ の 都 度、「お手本 を見 る よ う
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Fig，2 キ ャ ラ ク ター
の 顔 （4歳 7 か月）

　 　　 （H3crn × L6cm × W5cm ）

Fig．3　連結 した 2台の 車 （5歳7か 月）

　　 （H5cmxL21cm × W2cm ）

　　　 Fig．4　動物 （7歳頃）

　 ゾウ （H5cm × L10cmxW2cm ）

　 トナ カ イ （H8cmxL6cm × W2c 皿 ）

　　 トラ （H2cm × L7cm × W2cm ）

岩 の 上 の トラ （H6cm × L6cmxW2cm ）

　　 カ バ （H3cmX5cmxW3cm ）

に」 と声か けを した り、声 か けで も作業 が止 め

られ な い 時 に は、一
度、鉛筆を置かせ て 作業を

中断 させ た りした 。 本児 は熱 中 して い る 時 に 声

をか けられ る と、顔をお手本の 方に 向けて は い

る もの の 、 視線は画用紙 に 向か っ て い る ままで

あ る こ とが 多か っ た 。 特 に 陰影 をつ け るための

Fig．5　リュ ウ　（8歳 U か月）

（H12cm 　×　L24m × W8cm ）

Fig．6　ツ リ
ー （8歳11か 月）

　　（H20cmX φ10cm ）

描画にお い て は、同 じ作業の 繰 り返 しで あ るた

め に 、 鉛筆 を同様 に動 か す行 動パ タ
ー

ン か らの

切 り替 えが難 しか っ た （Fig．9 参照）。 作 業 に

熱中して 次の 作業へ の 移行が 難 しい とい う点以

外 に も、描線 を止 め た い とこ ろ に きちん と止め

られ な い な ど、手の 動 き を自ら上手 く制御で き

な い 様子 も見 られ た 。

　 第 3 に 、 描画 に 際 して 対象物 の 全体 的 な把握

をせ ず に、 「まず 目に付 い た とこ ろ か ら描 く」

と い う傾向が 見 られ た 。 本児が描 い た絵 と対象

物全体を比 較 し て 確認 する こ とが 少 な く、描 き

残 し て い る部分 の 存在 に気 づ くこ とが 難 しか っ

た 。 すなわ ち、対象物 を全体 的に把握 してか ら、

構図や 順序 を考えて 描 くと い う計画性 を持 つ こ

と （見通 しを立 て る こ と）が 困難 で あ っ た 、
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Fig．7　カ ッ プの グラデ
ー

シ ョ ン と陰影
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　 Fig．8　ス プ ー
ン の 陰影 の 描画 （x ＋ 1年1月）

　 作 業的 に影 を描 い た た め ， 全体が 暗 くな っ た．

N ．考 　　察

　本研 究で は、粘土造形 に優れ た ス キ ル を発揮

す る広 汎性 発達障害の 男児 1 名に つ い て 、粘
『ll

造 形 に取 り組 む よ うに な っ た経緯 を 明 らか に

し 、 その 作 品 を紹介す る と と もに 、 稚拙 なデ ッ

サ ン ・ス キ ル に つ い て若干 の 指導 を試み 、 その

際に見 られた特徴 をまとめた 。

　本児 の粘 土造 形の きっ か けは、 4 歳 頃に父 親

と一緒 に粘土 で作 品を作 っ た こ と で あ っ た が 、

そ の 後は本 児自ら紙粘 土 を用い た粘土造形 に取

り組み 、 ほ と ん ど の 場合 、

一
人 で 作 っ て い た 。

こ れ らの 粘土造 形作品は、本児が 在籍する小学

校の 同学年に お い て も優れ た作品 とし て 評価 さ

れ て い た り、芸術学 を専攻す る研 究者か ら も

「表情 と動 きの あ る印象深 い 作 品」 と評価 され 、

また本児 の 他 の 能力 と比べ て特 に優 れ て い る こ

とか ら、本児 の 粘土 造形 ス キ ル は
“ talented

skill
”

とみ なす こ とが で きる と考 え られ る。本

Lへ L1
∵ ∵ ＼ ∫

ギ罐｝

　　／
一
∵鍍執

；　
1 ・：

　　1： ．藁惣 丶
』

搬 l
ill罷 ：． ∴ l　lllli襪
　 　 （X ＋ 1年 3 月）

Fig．9　徳利の線画 （x 年 11月）

くび れ の部分 を思 い 通 りに 描けず，

何度 も描 き直 した

児 の 粘十 造形の 特徴 の
一

つ は、以 前に絵本 や テ

レ ビ を通 して 、また実物 とし て 見た こ とが ある

物 を、その 記憶 に基 づ い て 作成 し て い る こ と で

あ っ た 。 対象物 を観 察 しなが ら制作す る の で は

な く、 記憶 した もの を再生す る形 で表現 す る こ

とは 、多 くの 自閉症サ ヴ ァ ン の 人に見 られ る芸

術 表 現 で あ り　（園 山 ・竹 内 ・近 藤 ・倉 光 ，

2005 ：Treffert，1989）、 こ の こ と は本児 の 場合

に も当て は まる と考 え られた 。 また、作 品を見

る と、 動物や 人や ア ニ メ
・
キ ャ ラ ク タ

ー
に は生

き生 きした動 きや 表情が あ る もの が 多 く、そ の

こ とに よ り、本児の 作品が 鑑賞者に強 い 印象を

与える も の とな っ て い る と考え られ る 。
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一

方、粘土 造形 と比べ る と極め て稚拙 であ り、

また 同年齢児 と比 べ て も稚拙で ある とみ な され

たデ ッ サ ン ・ス キ ル に つ い て の 指 導経 過 か ら

は 、 広汎性発達障害の 特性 と関連す る と思 われ

る行動特徴が い くつ か 見 られ た 。 第 1 に 、 新 し

い 表現ス キ ル を学 習 し、そ の ス キ ル を発展 させ

る こ と の 困難性で あ る。こ の こ とは、対象物 と

描 画の 大 きさの 同
一

さに つ い て の こだ わ りや 、

対象物 の
一

部分 に つ い て の こ だわ りな ど、 い わ

ゆる 同
一

性保持の 傾向が 背景に ある と考え る こ

とが で きる 。 その 結果 と して 、 さまざ まな新 し

い 表現技 法の 習得 に 時間が か か っ た 。 第 2 に 、

知 覚統 合 及 び 計 画性 や順 序 決定 の 困難 性 で あ

る 。 こ れ は 、対象物 の 全 体 を把握 し、 全体 の 構

図を設定 した上 で 、細部を描 い て い くこ とが 難

しか っ た こ とに現 れ て い る と考 え られ る 。 第 3

は 、 上 記 2 つ の こ と と も関連す る が 、 「まず 目

に付 い た とこ ろ か ら描 く」 こ とが多 く見 られ た

こ とか ら、対象物 の全体 を把 握す るた め に注意

を適切 に 配分する こ との 困難性が あ る こ とが 推

測 さ れ る 。 その こ とが 、描画 を川頁序立 て て 行 う

な ど 、 見 通 しを持 っ た 描画行動の 困難 さに つ な

が っ て い る と考 え ら れ た 。 し か し な が ら、

WISC 一皿 の 下 位検査 で は、刺 激の 要素間の 相互

関係を認識する 能プJ 、及 びそ れ らの 要素を一
つ

の ま と ま りへ と構成して い く能力を示す知覚統

合 に 関す る 下位検査 （絵 画完成 ， 絵 画配列 ， 積

木模様 ， 組合せ ） （大 六，2005） の うち、積木模

様 と組合せ は特に優れて い た。こ の 優れ た知覚

統合の 能力は粘土造形に お い て は発揮 され て い

るが 、 デ ッ サ ン に お い て は発 揮 されて い な い と

考 え られ る 。 こ うした本 来有 して い る はずの 認

知能力 と実際の ス キル との解 離が どの よ うな メ

カ ニ ズ ム に よ っ て もた ら され て い るか は不明 で

ある。 しか し、デ ッ サ ン ・ス キ ル が 習得 され る

に したが っ て 、 徐 々 に デ ッ サ ン 自体 も上 手 くな

っ て い る こ とか ら、 描画技法 の 習得 の 有 無 に も

関係 して い る可能性が示唆される 。

　本児 には これ ら指導上 配慮すべ き特徴 が認め

られ たが 、 「お手本 を し っ か り見 る 」「ゆ っ くり

丁寧 に描 く」「鉛 筆 は上 の 方 を持つ 」 とい う教

示 や その 確認 と い っ た付加 的な指導 を行 うこ と

に よ っ て 、時 間は か か る もの の 新 し い デ ッ サ

ン ・ス キ ル を獲得す る こ とが 可 能で あ っ た 。 ま

た 、 本児 は三 次元の 対象物 （実物）や 二 次元 の

対象物 （絵 本や ア ニ メ ）を 三 次元 に 表現す る粘

土造形 は優 れ 、

一
方 、 三 次元 の 対象物 を二 次元

に 表現す る デ ッ サ ン は劣 っ て い た こ とか ら、さ

らに 、 三 次元の 対象物を撮影 した写真 （二 次元）

を描 画 （二 次元）す る際 に ど の よ うなス キル が

発揮 され るか に つ い て も、今後検討す る必要が

ある だ ろ う。

　本児 に対する デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導は本研究

終了後 も継続 して 行 っ て お り、 そ の 後の 指導経

過 に つ い て は別に報告 する 予定で ある 。
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　本論文の 公表に つ い て ご承諾 を い た だ きま し
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一部 に松下浩 之氏 の協力 を得た 。 なお本研 究は、
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2） 「し ま じ ろ う」 は、（株）ベ ネ ッ セ コ ーポ レーシ

　 ョ ン が 発行す る乳幼児 向け教材 と ア ニ メ に 登場

　する キ ャ ラ ク ター
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A  Case  Study  on  Clay  Work  Ski11 as  Sayant  Skil1 and  Teaching  Sketch

       Skill fbr a Boy  with  Pervasive Developmental Diserder

Shigeki SONOYAMA,  Daisuke  UMEZU,  Akatsuki  KATSUURA  and  Akiko  KURAMITSU

  In a  person with  autistic disorder with mental  retardation,  there is a  person showing  particularly su-

perier ability,  and  the people are  called  as  autistic  savant,  In this study,  we  jnterviewed a  mother  al)out

process of  a  superior  skill  of  clay  work  considered  to be one  of  savant  skill about  a third grade boy

with  pervasive deyelopmental  disorder, and  took  up  some  of  a  main  work.  In addition,  taught hirn

sketch  skills considered  to be unpolished  in terms of  age  and  examined  the characteristic  about  sketch-

ing, As  a result, it was  showed  that he began  clay  work  frorn 4 years old,  made  almost  by  himselg

and  perfbrmed  clay  molding  in form te reproduce  the  thing  which  he  memorized.  ln addition,  about  a

sketch  ski11, it was  suggested  that sorrie of  characteristics  of  pervasive developmenta1 disorder, i.e,,

tendency  fbr the preservation of  sameness,  difficulty of  perceptual organization,  and  difficulty of  allo-

cation  of  attention, were  related  to his unpolished  sketch  skill.

Key  Words:  savant  ski11,  pervasive developmental disorder, clay  work,  sketch  skill
'
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